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平成２８年６月２１日 

 

日南町議会議長  村上正広様 

 

                                                 日南町長 増原 聡  

 

足羽 覚議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．生山地区分譲住宅事業について 

①「移住・定住促進」対策の一環として、「子

育て世代の方々」をターゲットにした移住定住

施策を展開されているが、IターンやUターンの

方が、家を建て、移住定住する事は、かなりの

覚悟と資金が必要である。仕事がなければロー

ンも組めない。 

住宅助成が家族構成により上限を設ける事と、

土地代を定住後一定期間経過したら、返還を行

い「実質無料」になるが、この制度の内容以前

の問題で、子育て世代の方が、資金調達や再就

職の問題を抱えて、移住定住の促進が出来ると

思えないがどうか。 

 

②町内在住者も生山分譲住宅助成を受ける事

が出来る様であるが、特に条件があるのかを伺

う。 

 

２．車椅子生活者の現状把握と支援策について 

①町内で車椅子生活を余儀なくされている方

の人数を把握しているか。 

 

 

 

②足が不自由な家族と同居されている方で、買

い物や町内行事等に連れて行きたいが、通常の

車両では、なかなか行けない。また、福祉車両

のレンタカ―を扱っている民間も少なく、結構

な料金がかかる。町内で、手軽に福祉車両を借

りる事が出来ないかと要望がある。レンタル用

の福祉車両を前向きに検討出来ないかを伺う。 

 

１． 

①子育て世代の方々の状況も様々であり、多様

なニーズに応えるため、空き家活用、賃貸住宅

、分譲住宅などの幅広い住宅施策を展開してい

く必要があると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②現在のところ、購入や助成を受けることがで

きる方の条件は特に設けない考えである。 

 

 

２． 

①在宅の要介護認定者は209人、要支援認定

者は170人（6月14日現在）。移動の面からみ

て常時車いすが必要な人は42人。屋外の移動

に車いすが必要な人は92人。 

 

②福祉車両を公用車として保有し貸し出す

ことは考えていない。福祉有償運送の活用を

促していきたい。 
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３．オキシトシン効果を応用した医療・福祉・

子育てについて 

①オキシトシンは人間の脳から出されるホル

モンで、別名「愛情ホルモン」「信頼ホルモン」

「抱擁ホルモン」と言われて、最近非常に脚光

を浴び、研究されているホルモンです。日南町

でも、オキシトシン効果を意識した取組をされ

ていると思いますが、どの様な事をされている

か伺う。 

 

 

 

 

②オキシトシンを増やす事により、不安や恐怖

を減らし、傷みを和らげ、ストレスを減らした

り、信頼の気持ちが増えたりします。最近の研

究によると、自閉症や認知症にも効果が有ると

聞いています。日南町で、もっと医療・福祉・

子育てなどに応用した取組が出来ないか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 

  

①【子育て支援】 

親子の心身の健康増進とスキンシップに

よる愛着関係促進を目的として、乳児と保護

者を対象とした「おやこふれあい教室（ベビ

ーマッサージ）」を実施している。 

保育園では、スキンシップを促すため「親

子ふれあい遊び」を推奨している。 

【医療・福祉】 

 医療・福祉領域では、現在はオキシトシン

効果を応用した取り組みは行っていない。 

 

②現在の取組みは継続して行う。今後は、介

護領域で認知症の方への対応等について検

討したい。 
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平成２８年６月２１日 

 

日南町議会議長  村上正広様 

 

                                                 日南町長 増原 聡  

 

大西 保議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．第二次日南町環境基本計画及び実行計画に

ついて 

①第二次日南町環境基本計画及び実行計画の

策定から公表までの経過、流れについて伺う。 

 

②４月１４日に開催された環境審議会で、委員

からの提言や助言に対して、計画へ反映された

内容を伺う。 

 

 

③基本計画の実績数値と「第二期数値目標」の

実績数値がなぜ違うのかを伺う。 

 

 

④木質バイオマスエネルギーの関連で、ＬＶＬ

加工工場では、「ＣＯ2削減分を国内クレジット

制度のもと、平成２２年度には 2,312t-CO2、平

成２３年度には 3,088t-CO2 を販売していま

す。」となっておりますが、販売先、販売金額、

活用内容を伺う。 

 

⑤町及び町内事業者が保有している温室効果

ガス排出クレジット量は、何ｔか、又販売累計

量は何ｔで販売金額はいくらかを伺う。 

 

 

２．道の駅について 

道の駅オープンから直近迄の総売上（直売

所、レストラン、加工販売所、外部販売）とカ

ーボン・オフセットの寄付金がいくらあったか

を伺う。 

 

１． 

 

①草案を事務局で作成、環境審議会に諮り、

その審議を経て、基本計画を策定、公表。 

 

②事務局で作成した計画案について、一部の

標記と不適な写真を除き、環境審議会で計画

案が了承される。その後、指摘箇所を修正し、

委員へ基本計画を送付。 

 

③基本計画の実績数値は民間事業者を含み、

第二期数値目標の実績数値は民間事業者を

含まないリサイクル率。 

 

④平成22年度の販売先は丸紅株式会社で販売

額は1,618千円、平成23年度の販売先は丸紅株

式会社及び株式会社イースクエアで販売額は

2,161千円、いずれも素材購入費に充当。 

 

 

 

⑤日南町の取得量 6,604t-co2 

  販売量396t-co2 販売累計3,558,840円 

 日南町森林組合の取得量 9,826ｔ-co2 

販売量 19ｔ-co2 

 

２． 

オープンから５月末日までの総売上額は、約

2,900万円（外部販売を除く）、またカーボン・

オフセットの寄付金としてお預かりした金額

は、総額70,537円（外部販売を含む）となって

いる。 
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平成２８年６月２１日 

 

日南町議会議長  村上正広様 

 

                                                 日南町長 増原 聡  

 

久代安敏議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．参議院選挙の争点について 

６月２２日公示、７月１０日投票の参議院選

挙では、暴走を続ける安倍自公政権に対して野

党４党は幅広い分野で「共通政策」を豊かに発

展させており、対決点は鮮明であるが、次の点

について町長の見解を求める。 

【安保法制(戦争法)廃止】 

憲法違反の安保法制の廃止と集団的自衛権行

使容認の閣議決定撤回について。 

 

【アベノミクス】 

アベノミクスのもと、実質賃金は５年連続マ

イナス、個人消費は２年連続マイナスであ

る。ところが、「アベノミクスのエンジンを

最大限にふかす」と失政への反省がないが、

そもそもアベノミクスは地方自治体にとっ

てどうだったのか。 

 

【強権政治】 

安倍首相は、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）合

意や沖縄・米軍新基地建設、原発再稼働など

国民無視の強権政治を続けていると考える

が。 

 

【憲法】 

安倍首相は「在任中に（憲法改正を）成し遂

げたい」と執念を燃やし、「憲法改正を目指す」

と参議院選挙公約に明記しているが。 

 

 

 

 

 

１． 

 

 

 

 

 

【安保法制(戦争法)廃止】 

憲法第9条の改正には賛成だが、国民の論

議を重ねる必要がある。 

 

【アベノミクス】 

 増税見送りは唐突感がある。地方の意見を

しっかり聞くことが必要。 

 

 

 

 

 

【強権政治】 

 政府・与党内での論議が欠けている感があ

る。 

 

 

 

【憲法】 

日本国憲法の三大基軸である「平和主義」

、「国民主権」、「基本的人権の尊重」を踏

まえた国民的論議が必要。 
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２．道の駅について 

道の駅がオープンして２か月、順調なすべり

だしだとの報告があったが、現時点での成果と

課題を示されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．新石見小水力発電所の事故と復旧について 

①事故原因の調査結果と町の責任について報

告を求める。 

 

 

②復旧計画はどのようにすすめられているか。 

２． 

現在までの成果としては、日南町らしい環

境配慮型道の駅のイメージづくりができたこ

と、日南ならではの商品がよく売れ、生産者の

自信にもつながっていること、観光など町の魅

力の情報発信拠点の役割として効果が現れて

いることなどを感じている。課題については、

遠方からのお客様が再度来店してくださる魅

力があるのか、また加工品の生産量や原材料の

確保、加工施設の充実など地域ブランド商品の

磨き上げのほか、冬場の商品確保や集客対策、

レストランの魅力アップ、農林産品の集荷体制

など取り組むべき課題はまだある。 

 

３． 

①今月３０日に中国経産局で最終報告とヒ

アリングを予定。その結果をもって議会報告

を行う。 

 

②現場の治山事業に併せ、水路の機能診断調

査を実施中。その結果をもって、水路等の改

修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


